
市の組織が変わりました ～令和７年度機構改革～

　第３次唐津市総合計画の基本構想で定めている「めざすまちの姿」
の実現に向け、各施策を効果的にスピード感をもって展開するため、
組織を見直しました。

　主な変更や問い合わせ窓口が変わったところは次のとおりです。

1 ◦喫緊の課題解決に向けた意思決定の迅速化を図ります。
◦財務部所管のうち、財産管理や契約などの管理性が強い部門を総務部に統合しました。

「政策部、総務部、財務部」を「総合政策部、総務部」へ再編

3 ◦�社会の多様化に伴い、さまざまな相談内容に対して、より専門的に迅速な対応を図るため、
組織を再編しました。

■ 健康づくり部
　介護保険や地域医療など健康にかかわる
業務を行います

本庁舎1F

■保険年金課　　■介護保険課
■地域包括ケア推進課

保健センター

■健康増進課　　■地域医療課

市民病院

■市民病院きたはた

■ 福祉こども部
　子どもの医療費助成や運転免許証の自主
返納の人への支援など、子育て、障がい者、
高齢者の人々への支援を行います

本庁舎2F

■福祉総務課　　　■生活支援課

本庁舎1F

■高齢者支援課　　■こども家庭課
■児童保育課

りんく1F

■障がい者支援課

「保健福祉部」を「健康づくり部、福祉こども部」へ再編

第３次唐津市総合計画
めざすまちの姿

魅力ある自然・歴史・文化にあふれた
住みたい 訪れたい 選ばれるまち 唐津

2 ◦��地域住民の健康の増進と体力の向上を図り、コミュニティの創造に寄与するため、スポー
ツ部門を地域づくり部へ再編しました。

◦��交通政策課が担ってきた住民の交通手段の確保に関する業務を地域政策課へ移管しました。

　乗合送迎サービス「チョイソコからつ」の手続
きは、唐津バスセンターか、地域政策課（大手口
別館5F）でできます。
問 昭和自動車㈱　乗合事業部（☎74-1114）
　 地域政策課（☎72-9220）

「地域交流部」を「地域づくり部」へ名称変更し再編

▲詳しくは
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市の組織が変わりました ～令和７年度機構改革～

4 ◦�観光を市の主要産業ととらえ、商業部門と効率的に連携を図るため、観光部門と経済部を
統合し商工観光部に再編しました。

「経済部」を「商工観光部」へ名称変更し再編

5 ■「雨
う

水
すい

対策課」を新設
　内水対策、浸水対策を推進するため、「雨水対策課」を新設しました。

■「道路維持課と道路整備課」を「第一工務課と第二工務課」へ再編
　�これまで道路と河川に関する事業を整備課（新設・改良）・維持課（維持・補修）で業務

を分けていましたが、改良工事や維持工事を共有し、さまざまな業務に柔軟に対処するこ
とで業務の効率化を図り、災害時には第一工務課と第二工務課の両課で迅速な現場対応や 
復旧工事を行います。

「都市整備部」の再編

6
◦�グループ制を導入し「総務・福祉課」を「地域支援グループ」に名称変更しました。福祉

業務など市民の皆さんと直接かかわる業務を引き続き担っていきます。
� ※施設住所、電話番号に変更はありません。

機構改革の詳しい内容は、市ホームページをご確認ください。
問 行政マネジメント課（☎72 ｰ 9110）

各市民センターにグループ制を導入

令和６年度一般会計の予算規模
補正後の現計予算額

906億6,369万6千円
３月補正予算額

△21億6,410万9千円
１月までの予算額

928億2,780万5千円

３月市議会定例会から
　３月市議会定例会は、２月25日から３月21日まで25日間の日
程で開催されました。今回の議会で可決された令和６年度一般会
計補正予算の主な内容は、次のとおりです。
� 問 財政課（☎72-9160）

ふるさと寄
き

附
ふ

金推進費� 9,887万7千円

　ふるさと寄附金の増加が見込まれるため、返
へ ん

礼
れ い

品などの経費を追加します。

国の補正予算に伴う事業� 2億9,661万8千円

　国の補正予算を受け、漁港改修や道路の新設・
改良、避難所の生活環境改善などを行います。

▲詳しくは
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帯状疱疹ワクチン
予防接種 のお知らせ

副
市
長
に

脇
山
秀
明
氏
が
再
任

　

脇わ
き
や
ま山
秀ひ

で
あ
き明
副
市
長
が
、
３
月

市
議
会
定
例
会
で
副
市
長
選
任

の
同
意
を
得
て
、
４
月
１
日
、

副
市
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

脇
山
副
市
長
は
、　

昭
和
36

年
生
ま
れ
の
64
歳
で
す
。
昭
和

55
年
か
ら
唐
津
市
役
所
に
勤
務

し
、
令
和
３
年
３
月
に
退
職
後
、

翌
４
月
か
ら
副
市
長
の
任
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
で
２
期
目
と
な
り
、
任

期
は
令
和
11
年
３
月
末
ま
で
の

４
年
間
で
す
。

問 

人
事
課
（
☎
７
２-

９
１
８
５
）

５
月
は

消
費
者
月
間

テ
ー
マ

「
明
日
の
地
球
を
救
う
た
め
、消

費
者
に
で
き
る
こ
と　

グ
リ
ー
ン
志
向
消
費
」

～
ど
の
グ
リ
ー
ン
に
す
る
？
～

　

記
録
的
な
大
雨
な
ど
異
常
気

象
の
影
響
に
よ
る
災
害
が
、
各

地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
地
球

温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
は
、

人
為
的
要
因
が
大
き
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

地
球
を
守
り
、
持
続
可
能
な

社
会
を
将
来
世
代
に
引
き
継
ぐ

た
め
に
は
、
私
た
ち
消
費
者
が

地
球
環
境
に
配
慮
し
た
グ
リ
ー

ン
志
向
の
消
費
行
動
（
環
境
に

や
さ
し
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

選
ぶ
こ
と
な
ど
）
を
選
択
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
み
ん
な
で
地
球
を
守
る「
グ

リ
ー
ン
志
向
の
消
費
行
動
」
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

問 

唐
津
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

 （
本
庁
２
階
10
番
窓
口
）

　

 

☎
７
３
‐
０
９
９
９

　

 

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
の
相
談
は

　

 

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１い

や

や
８
８

令和７年４月１日開始

問 健康増進課（☎75-5161）

　令和７年度から帯
た い

状
じょう

疱
ほ う

疹
し ん

ワクチンが個人の重症化予防を目的とする予防接種法の「Ｂ類疾病」に位置付
けられました。予防接種法に基づく「定期接種」を４月から開始しています。対象者には、５月中に通知
します。
　なお、令和６年度から行っている帯状疱疹ワクチン任意接種助成は、内容を一部変更して継続します。

定期接種 任意接種助成

接種の対象者

◆市内に住民登録している65歳の人
◆�市内に住民登録している60歳～ 64歳で次に該当する人
ヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど
不可能な程度の障がいがある人
※令和８年３月31日時点の年齢

市内に住民登録している50歳
～ 64歳の人（接種日時点）

経過措置
令和７年度～ 11年度の５年間は移行期間で、その年度内に
70、75、80、85、90、95、100歳になる人も対象
※令和７年度のみ100歳以上の人も対象

65歳以上で令和７年３月31
日までに１回目を接種した人
は、２回目を令和７年４月以
降に接種した場合も助成対象

使用する
ワクチン

①不
ふ

活
かつ

化
か

ワクチン（２回接種）
②生ワクチン（１回接種）
※①か②のどちらかを選択

不活化ワクチン（２回接種）
のみ

自己負担額
①不活化ワクチン　　6,500円／回
②生ワクチン　　　　2,500円／回
※�生活保護世帯は無料（医療機関に生活保護受給証明書を提出）

接種１回につき、接種費から
10,000円を引いた額
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高
齢
者
の
肺
炎
球
菌 

感
染
症
の
予
防
接
種

　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

接
種
を
受
け
る
こ
と
で
、
肺
炎

球
菌
に
よ
る
肺
炎
な
ど
の
感
染

症
を
予
防
し
、
重
症
化
を
防
ぎ

ま
す
。

対
象
者（
市
内
に
住
民
登
録
）

①
65
歳
の
人

※�

65
歳
の
誕
生
日
前
日
か
ら
66

歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で

②�

60
歳
～
64
歳
の
人
で
、
心
臓
、

腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
に
自

己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活
動

が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度

の
障
が
い
が
あ
る
人

③�

60
歳
～
64
歳
の
人
で
、
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が

ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の

障
が
い
が
あ
る
人

※�

今
ま
で
こ
の
予
防
接
種
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
人
は
、
対

象
外
で
す
。

自
己
負
担
金�

３
，５
０
０
円

※�

生
活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料

で
す
。
医
療
機
関
に
生
活
保

護
受
給
証
明
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

接
種
方
法

　

①
の
対
象
者
に
は
、
予
診
票

と
医
療
機
関
名
簿
を
郵
送
し
て

い
ま
す
の
で
、
直
接
、
医
療
機

関
に
予
約
し
て
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

　

②
と
③
の
対
象
者
は
、
主
治

医
に
相
談
し
て
、保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
予

診
票
な
ど
を
郵
送
し
ま
す
。

※�
接
種
す
る
と
き
に
、
健
康
保

険
証
な
ど
生
年
月
日
が
確
認

で
き
る
も
の
を
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

問 

健
康
増
進
課

　

 （
唐
津
市
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

 

☎
７
５-

５
１
６
１

問 保険年金課（☎72-9123）
　 佐賀県後期高齢者医療広域連合
　 （☎0952-64-8476）

令和７年４月１日～

　国民健康保険・後期高齢者医療

　入院時の食費・居住費の自己負担額が改定されました

入院時の食事療養標準負担額（食事の自己負担額）

対象者の分類 食事療養標準負担額
（１食につき）

国民健康保険 後期高齢者医療 変更前 変更後
住民税課税世帯 現役並み所得者Ⅲ・Ⅱ・Ⅰ、一般Ⅱ・Ⅰ 490円 510円※１

低所得Ⅱ
90日までの入院

区分Ⅱ
90日までの入院 230円 240円

過去１年で90日を超える入院 過去１年で90日を超える入院 180円 190円
低所得Ⅰ 区分Ⅰ 110円 110円

※１　低所得Ⅱ・Ⅰ、区分Ⅱ・Ⅰを除く指定難病患者は（変更前：280円、変更後：300円）になります。

療養病床に入院時の生活療養標準負担額（食事・居住費の自己負担額）

国民健康保険 後期高齢者医療
医療の必要性が低い場合 医療の必要性が高い場合

食費（１食につき） 居住費
（１日）

食費（１食につき） 居住費
（１日）変更前 変更後 変更前 変更後

住民税課税世帯 現役並み所得者Ⅲ・Ⅱ・Ⅰ、一般Ⅱ・Ⅰ 490円 510円※１

370円

490円 510円

370円
低所得Ⅱ 区分Ⅱ 230円 240円 230円 240円※３

低所得Ⅰ
140円 140円

110円 110円
区分Ⅰ

老齢福祉年金受給者以外
老齢福祉年金受給者 110円 110円 ０円 ０円

※1　保険医療機関の施設基準などにより（変更前：450円、変更後：470円）になる場合があります。
※2　低所得Ⅱ・Ⅰ、区分Ⅱ・Ⅰを除く指定難病患者は（変更前：280円、変更後：300円）になります。
※3　過去１年で90日を超える入院の場合は、１食当たり（変更前：180円、変更後：190円）になります。
※4　指定難病患者と境界層該当者（国民健康保険のみ）は０円になります。

※１
※２

※4
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軽
自
動
車
税(

種
別
割
）

自
動
車
税（
種
別
割
）の

納
付
は
お
早
め
に

　

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）、
自

動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
期
限

は
６
月
２
日（
月
）で
す
。
金
融

機
関
や
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
決
済
で
納
付
で
き
ま
す
。
納

期
限
を
過
ぎ
る
と
、
督
促
手
数

料
や
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
の
到
着
は
、
大

型
連
休
明
け
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い

場
合
は
、
市
役
所
税
務
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
日

◆
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

　
５
月
26
日（
月
）

◆
自
動
車
税
（
種
別
割
）

　
６
月
２
日（
月
）

※�

残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
減
免

申
請

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
申
請
す
る
と
減
免

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

す
で
に
普
通
自
動
車
で
減
免

を
受
け
て
い
る
人
、
今
年
度

に
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

券
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

は
対
象
外
で
す
。

◆
減
免
申
請
期
限

　
６
月
２
日（
月
）ま
で

◆
減
免
申
請
に
必
要
な
も
の

　

各
種
手
帳
、
運
転
者
の
運
転

免
許
証
、車
検
証
、納
税
通
知
書
、

納
税
義
務
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
確
認
で
き
る
書
類
、
申
請
者

の
本
人
確
認
書
類

※�

令
和
６
年
度
か
ら
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人
以
外
が
運
転

す
る
場
合
で
も
、
使
用
目
的
の

証
明
書
の
提
出
は
不
要
で
す
。

申
請・問  

　

 

税
務
課（
☎
７
２
‐
９
１
１
６
）

　

 

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

　

 

地
域
支
援
グ
ル
ー
プ

◎
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は

　
唐
津
県
税
事
務
所
納
税
課

�

（
☎
７
３
‐
１
５
５
１
）

●原動機付自転車や二輪車など
車　種　区　分 税率（年額）

原動機付自転車

50㏄以下

2,000円
125㏄以下かつ最高出力4.0kW以下
特定小型原動機付自転車（0.6kW以下）
50㏄超90㏄以下
90㏄超125㏄以下 2,400円
ミニカー 3,700円

軽二輪 125㏄超250㏄以下 ３,600円
二輪の小型自動車 250㏄超 6,000円

小型特殊自動車
農耕作業用（コンバインなど） 2,400円
その他（フォークリフトなど） 5,900円

●三輪や四輪の軽自動車
車　種　区　分

税率（年額）

四輪 三輪
乗用 貨物用

自家用 営業用 自家用 営業用

旧税率 平成27年３月31日までに最初
の新規検査をした車両� ※１ 7,200円 5,500円 4,000円 3,000円 3,100円

標準税率 平成27年４月１日以降に最初
の新規検査をした車両� ※１ 10,800円 6,900円 5,000円 3,800円 3,900円

重課 最初の新規検査から13年を経
過した車両� ※１ 12,900円 8,200円 6,000円 4,500円 4,600円

軽課
（グリーン化特例）
※�取得の翌年度分

のみ

約50％軽減� ※２ 適用なし 3,500円 適用なし 2,000円

約75％軽減� ※３ 2,700円 1,800円 1,300円 1,000円 1,000円

※１　最初の新規検査年月は、自動車検査証（車検証）の初度検査年月で確認できます。
※２　令和12年度燃費基準90％達成車かつ令和２年度燃費基準達成車（※５）
※３　電気軽自動車・天然ガス軽自動車（平成30年排出ガス基準達成車または平成21年排出ガス基準10％低減達成車）
※４　乗用営業用のみ対象です。
※５　平成30年排出ガス基準50％低減達成車または平成17年排出ガス基準75％低減達成車に限ります。

※４

8市報からつ　令和７年５月号

市
か
ら
の
お
知
ら
せ



き
す
る
と
き
は
、
委
任
状
が

必
要
で
す
。

７
月
下
旬
に
資
格
確
認
書
が
一

斉
発
送
さ
れ
ま
す

　

一
斉
発
送
の
送
付
先
変
更
と

窓
口
受
け
取
り
の
手
続
き
期
限

は
、
６
月
25
日（
水
）で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き

　

送
付
先
変
更
の
届
け
出
は
、

被
保
険
者
本
人
の
場
合
の
み
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

で
手
続
き
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出・申
請・問  

　
保
険
年
金
課

�

（
☎
７
２
‐
９
１
２
３
）

　
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

　
地
域
支
援
グ
ル
ー
プ

飲
み
残
し
た
薬
は

「
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
」

に
相
談
し
ま
し
ょ
う

　

飲
み
残
し
た
薬
を
「
お
く
す

り
手
帳
」
と
一
緒
に
「
か
か
り

国
民
健
康
保
険

令
和
７
年
度
の
特
定
健
診

（
無
料
）が
始
ま
り
ま
す

　

特
定
健
診
は
生
活
習
慣
病
の

発
症
や
重
症
化
を
予
防
す
る
た

め
の
健
診
で
す
。
年
１
回
の
特

定
健
診
を
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

対
象
者

　

唐
津
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
て
、
４
月
１
日
現
在

で
40
歳
～
74
歳
の
人
（
年
度
内

に
40
歳
に
な
る
人
も
含
む
）

※�

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
助

成
を
利
用
す
る
人
は
対
象
外

で
す
。

受
診
方
法

　

対
象
者
に
は
、
特
定
健
診
受

診
券
（
水
色
）
を
郵
送
し
ま
す
。

唐
津
市
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

指
定
の
医
療
機
関
に
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

集
団
健
診
実
施
期
間

　

５
月
～
翌
年
１
月
、
各
保
健

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
が
ん
検
診
と

同
時
に
行
い
ま
す
。
予
約
は
、

唐
津
市
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
７
５

‐
５
１
９
８
）で
で
き
ま
す
。

個
別
健
診
実
施
期
間

　
５
月
～
翌
年
３
月
、
指
定
の
医

療
機
関
な
ど
で
受
診
で
き
ま
す
。

つ
け
薬
局
」
に
持
っ
て
行
く
と
、

薬
剤
師
が
い
つ
出
さ
れ
た
薬
か

を
調
べ
、
薬
の
整
理
を
手
伝
っ

て
く
れ
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
飲
み
間
違
い
防
止

策
や
飲
む
タ
イ
ミ
ン
グ
、
薬
の

数
や
種
類
な
ど
、
薬
の
こ
と
に

つ
い
て
気
に
な
る
こ
と
は
「
か

か
り
つ
け
薬
剤
師
」
が
教
え
て

く
れ
ま
す
。

問 �

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合

　

 （
☎
０
９
５
２
‐
６
４
‐
８
４
７
６
）

　

 （
一
社
）
佐
賀
県
薬
剤
師
会

　

 （
☎
０
９
５
２
‐
２
３
‐
８
９
３
１
）

に
は
、
誕
生
月
の
約
２
か
月

後
に
郵
送
し
ま
す
。

②�

病
院
に
受
診
日
を
予
約
し
、
問

診
票
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

③�

受
診
券
、問
診
票
、保
険
証（
ま

た
は
資
格
確
認
書
）
を
持
っ

て
受
け
て
く
だ
さ
い
。
健
診

結
果
は
後
日
、
病
院
か
ら
通

知
さ
れ
ま
す
。

問 

保
険
年
金
課

�

（
☎
７
２
‐
9
１
２
3
）

　

 

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

　

 

地
域
支
援
グ
ル
ー
プ

後
期
高
齢
者
医
療

送
付
先
を
変
更
で
き
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
通
知
書

や
保
険
料
の
納
付
書
な
ど
は
、

原
則
被
保
険
者
本
人
の
住
民
登

録
地
に
送
付
し
ま
す
。
変
更
を

希
望
す
る
場
合
は
、
届
け
出
が

必
要
で
す
。

　
ま
た
、
事
前
に
申
請
す
る
こ
と

で
、
資
格
確
認
書
な
ど
を
窓
口
で

受
け
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

手
続
き
方
法

　

手
続
き
す
る
人
の
本
人
確
認

書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

や
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
持
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
。

※�

別
世
帯
の
人
が
代
理
で
手
続

※�

定
期
的
に
受
診
勧
奨
を
行
い

ま
す
。
早
め
の
受
診
を
お
願

い
し
ま
す
。

問 

保
険
年
金
課

�

（
☎
５
３
‐
７
１
８
２
）

　

 

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

　

 

地
域
支
援
グ
ル
ー
プ

後
期
高
齢
者
医
療
の

健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

無
料
の
健
康
診
査
を
毎
年
１

回
受
診
し
て
、
生
活
習
慣
病
の

早
期
発
見
と
重
症
化
予
防
に
役

立
て
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

　

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
人

※�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

の
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人

は
対
象
外
で
す
。

検
査
項
目

　

問
診
、
身
体
測
定
、
診
察
、

血
圧
測
定
、
血
液
科
学
検
査
、

肝
機
能
検
査
、
尿
検
査
な
ど

受
診
期
間

　
５
月
１
日（
木
）～

　
令
和
８
年
３
月
31
日（
火
）

受
診
ま
で
の
流
れ

①�

対
象
者
に
は
、
４
月
末
に
受

診
券
と
問
診
票
を
郵
送
し
ま

す
。
今
年
度
75
歳
に
な
る
人

お詫びと訂正
　市報からつ令和７年４月号３ページに掲載した「こ
ども誰でも通園制度」に誤りがありました。お詫びし
て訂正します。

【訂正前】④相知エルアンこども園
	 ☎51-0820　相知町中山3571-2

【訂正後】④相知エルアンこども園
	 ☎51-8020　相知町中山3571-2
問 児童保育課（☎53-8076）

▲市ホームページは
　こちら
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（
ＦＡＸ
７
２
‐
３
５
２
３
）

　
（
*kindai-toshokan

	
@

city.karatsu.lg.jp

）

公
共
施
設
再
編
審
議
会
の

市
民
委
員
を
２
人
募
集

応
募
資
格

　
市
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
人

任
期
と
審
議
会
開
催
回
数

　
令
和
７
年
７
月
31
日
か
ら
２
年
間

　
年
間
２
回
程
度
の
開
催（
予
定
）

募
集
期
限

　
５
月
30
日（
金
）ま
で

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

�

（
☎
７
２
‐
９
１
１
０
）

◆
各
市
民
セ
ン
タ
ー

◆
職
員
常
駐
の
公
民
館

◆
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
の
提
出
期
間

　
５
月
１
日（
木
）～
31
日（
土
）

意
見
の
提
出
方
法

　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な

ど
を
記
入
し
て
、
近
代
図
書
館

に
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
提
出
す
る
か
、
窓
口
に
直

接
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※�

窓
口
で
の
受
付
は
、
開
館
時

間
の
み
で
す
。

提
出・問 

　
〒
８
４
７
‐
０
８
１
６

　
唐
津
市
新
興
町
23
番
地

　
近
代
図
書
館

　
（
☎
７
２
‐
３
４
６
７
）

大
型
連
休
中
の

し
尿
収
集
日
程

　

大
型
連
休
前
に
収
集
を
希
望

す
る
人
は
、
早
め
に
地
区
担
当

業
者
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
し
込
ん
だ
団
体
に
は
、
選

定
委
員
会
で
事
業
計
画
な
ど

を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込・問 

　
男
女
共
同
参
画
室

�

（
☎
７
２
‐
９
２
３
９
）

計
画
案
に
つ
い
て

意
見
を
募
集
し
ま
す

計
画
案
の
概
要

「
唐
津
市
図
書
サ
ー
ビ
ス
計
画

（
第
２
次
）（
附
）
唐
津
市
子
ど

も
読
書
活
動
推
進
計
画
（
第
4

次
）（
案
）」

　

図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

と
利
用
拡
大
を
目
的
と
し
た
計

画
で
す
。
令
和
７
年
度
か
ら
令

和
11
年
度
ま
で
の
５
か
年
を
期

間
と
し
て
い
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
で
き
る

限
り
計
画
に
反
映
す
る
よ
う
に

努
め
、
市
の
考
え
方
と
併
せ
て

公
表
し
ま
す
。

意
見
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
人

◆
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

◆�

市
内
に
勤
務
、
通
学
し
て
い

る
人

◆�

市
内
に
事
務
所
、
事
業
所
が

あ
る
団
体

計
画
案
の
公
表
場
所

◆
近
代
図
書
館
・
相
知
図
書
館

問 

環
境
施
設
課

�

（
☎
５
３
‐
７
１
３
９
）

　

 

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

　

 

地
域
支
援
グ
ル
ー
プ

男
女
共
同
参
画
推
進

市
民
グ
ル
ー
プ
が
企
画・

実
施
す
る
事
業
を
募
集

事
業
内
容

　

男
女
で
担
う
家
事
・
育
児
・

介
護
や
男
女
で
考
え
る
地
域
防

災
、
D
V
防
止
啓
発
な
ど
、
男

女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
な
が

る
事
業

※�

実
施
方
法
は
、
講
演
や
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
、
意
識
調
査
、

啓
発
誌
作
成
な
ど
、
ど
の
よ

う
な
形
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

対
象
者

　

市
民
が
５
人
以
上
で
組
織
す

る
団
体
（
男
性
・
女
性
の
み
の

グ
ル
ー
プ
も
対
象
）

事
業
費

　
１
事
業
10
万
円
ま
で

申
込
期
限

　
６
月
30
日（
月
）ま
で

申
込
方
法

　

窓
口
に
申
込
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

地　区 担当業者 4/26（土）～5/6（火）し尿収集日

唐　　津
㈲環境技研� （☎73-2036） 4/28、4/30、5/1、5/2㈲清掃衛生社� （☎72-2817）
㈲唐津環境整備センター�（☎78-1175）4/26、4/27、4/28、4/30、5/1、5/2

浜　　玉 ㈲虹
こう

南
なん

環境サービス� （☎56-7955） 4/28、4/30、5/1、5/2
厳木･相知・北波多 ㈱松浦環境センター� （☎62-2754） 4/26、4/28、4/30、5/1、5/2

肥　　前 ㈲肥前新生社� （☎52-2808）

4/28、4/30、5/1、5/2鎮　　西 ㈲鎮西開発� （☎82-1638）
呼　　子 ㈲呼子カンキョウ� （☎82-5847）
七　　山 ㈱七山環境整備� （☎58-2553）

市交際費（令和７年１月～３月分）を公表します
� 問 秘書課（☎️72-9114）

　市交際費とは、円滑な行政運営のため、
市が外部との交際に必要な経費です。
令和７年１月～３月分市交際費支出状況

項目 区分 件数 金額(円)

弔　慰 今期分 13 195,000
累　計 43 648,500

見　舞 今期分 0 0
累　計 0 0

御　祝 今期分 0 0
累　計 0 0

賛　助 今期分 0 0
累　計 3 15,000

接　遇 今期分 2 15,326
累　計 10 94,556

会　費 今期分 32 172,080
累　計 105 612,950

その他 今期分 1 16,500
累　計 3 46,200

合　計 今期分 48 398,906
累　計 164 1,417,206
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『唐津から、世界へ。』
L

レ オ

EO B
ブ ラ ッ ク ス

LACKS S
サ ガ

AGA、L
レ オ

EO N
ナ イ ナ ー ズ

INERS を応援しよう！
　試合日程
　などの詳細
◀はこちら

　次のシーズンの開幕に向けてトレーニングを積むレオブラッ
クスとレオナイナーズ。今回は、オフシーズンの活動をお届け
します！
　今年３月、西新興町児童公園に整備されたバスケットボール
コートのオープニングセレモニーに、レオブラックスから小

こ

堺
さかい

選手が参加し、地元の小中学生と一緒に新しいコートでのプレー
を体験しました。小堺選手は、新しいコートについて「とても
すばらしいコートなので、ぜひたくさんの人に楽しんでほしい。
みんなと一緒にここで練習したいな」と話しました。
　皆さんも公園を訪れて、バスケットボールを体験してみてく
ださい！� 問 スポーツ振興課（☎72-9237）

最新の活動を発信中
スポーツ振興課の公式インスタグラム
　市民の皆さんのフォローをお待ちしています。

ス
ポ
ー
ツ・文
化
芸
術
大
会
出
場
者

に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す

対
象
の
大
会

　
九
州
規
模
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
芸
術
大
会

対
象
者

◆�

予
選
大
会
な
ど
で
、
代
表
に

選
出
さ
れ
た
選
手

◆�

選
手
の
競
技
補
助
と
し
て
認

め
ら
れ
た
監
督
・
コ
ー
チ
な

ど
※�

市
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る

人
の
み
対
象
で
、
同
種
の
補

助
金
な
ど
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
は
対
象
外
で
す
。

金
額（
１
人
に
つ
き
）

◆
九
州
大
会�

５
千
円

◆
西
日
本
大
会�

８
千
円

◆
全
国
大
会�

１
万
円

◆
国
際
大
会�

３
万
円

提
出
書
類

◆
申
請
書　
　
◆
名
簿

◆
大
会
要
項　
◆
参
加
申
込
書

◆�

予
選
要
項
・
結
果
ま
た
は
出

場
権
獲
得
に
係
る
関
係
資
料

◆
請
求
書
及
び
口
座
振
込
申
出
書

◆
通
帳
の
写
し　
な
ど

申
請・問  

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

�

（
☎
７
２
‐
９
２
３
７
）

オープニングセレモニーでの
バスケットボールスクール

令和６年度唐津市スポーツ賞表彰
　スポーツの発展に貢献した人やスポーツの競技会で優秀な成績を収めた人を表彰しました。
� 問スポーツ振興課（☎72-9237）

役
職
表
彰

氏　名 表彰の種類 年　数 役　　職　　な　　ど

開
ひらき

　　昌
まさ

満
みつ

 さん
功労賞

15年間 ◆佐志校区スポーツ協会副会長

新
しん

郷
ごう

　真
ま

弓
ゆみ

 さん 30年間 ◆唐津市スポーツ推進委員

選
手
表
彰

氏　名 表彰の種類 種　目 大　会　名　と　種　目　・　順　位

南
なん

里
り

　研
けん

二
じ

 さん

特別優秀賞

セーリング ◆2023 ILCA6/7（L
レ ー ザ ー
aser）　A

オ ー ル
LL J

ジ ャ パ ン
apan C

チ ャ ン ピ オ ン シ ッ プ ス
hampionships

　ILCA7（レーザースタンダードクラス）　優勝
金
かな

井
い

田
だ

　頼
らい

斗
と

 さん ラグビー ◆第10回全国高等学校７人制ラグビーフットボール大会　優勝

中
なか

小
お

田
だ

　千
ち

鶴
づ

子
こ

 さん 水泳
◆第46回JSCA全国マスターズスイミングフェスティバル
　（65 ～ 69歳の部）
　50ｍ　自由形　優勝
　25ｍ　背泳ぎ　優勝

黒
くろ

田
だ

　美
み

海
か

 さん
優秀賞 セーリング ◆かごしま特別国民体育大会

　少年女子420級　第５位渡
わたなべ

　結
ゆ

来
ら

 さん
　（順不同）
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親戚や友人で唐津に移住を考えている人がいましたら、 
ぜひ市の移住相談窓口をご案内ください。

◆移住コンシェルジュ
　☎090-2507-0303

移住希望者向けHP
「唐津暮らし」▶

Q.唐津の魅力
　空が広くて、すぐそばで豊かな自然を感じられるとこ
ろです。そして、唐津焼などの伝統文化がしっかりと受
け継がれているところもとても魅力的だと感じていま
す。
　それと、私たち料理人にとって、食材が豊富なことも
大きな魅力です。

Q.移住して何をしていますか
　坊主町で中華料理店を営んでいます。京都時代のお客
様が訪れてくれたり、唐津の人にも少しずつですが知っ
てもらえるようになってきたりしていて、うれしく思っ
ています。物件を探すのに苦労したのですが、諦めずに
探し続け、唐津で理想のお店を開くことができました。

Q.お気に入りスポット
　鏡山からの景色です。空や海、島々、松原、川、まち、
電車が一度に望めるのは、唐津ならではだと思っていま
す。

Q.唐津市（市民）へのメッセージ
　京都から移住してきた私たちを温か
く迎えていただきありがとうございま
す。唐津は非常に食材に恵まれていま
すので、中華料理を通して「唐津の食
材の良さ」、そして市外県外のお客様
には「（食材にとどまらない）唐津の
良さ」を伝えられるよう、これからも
精進していきたいと思います。

唐津暮らしはじめました⑱� 問 移住定住促進課（☎53-7149）

大
おお

重
しげ

　真
ま

璃
り

さん（写真左）　圭
き よ し

司さん（写真右）
令和４年９月に京都市から移住
　京都の中華料理店で腕を振るってきた圭司さんと、同じく京都の日
本料理店で修業を続けてきた真璃さん。毎日多くのお客様が訪れる職
場に充実感を覚えてはいたものの、小さい子どもたちのお世話にも追
われ、忙しい日々を送っていた。真璃さんの地元である唐津であれ
ば、以前から目標としていた「飲食店の開業」と「家族が笑顔で過ご
せる」を両立することができるのではと思い、唐津市への移住を決意。

誘
致
企
業
情
報

五
洋
食
品
産
業
㈱
と

進
出
協
定
を
締
結

　

冷
凍
洋
菓
子
を
製
造
す
る
五ご

洋よ
う

食
品
産
業
㈱
（
本
社
：
福
岡
県

糸
島
市
）
が
市
内
に
工
場
を
新
設

す
る
こ
と
に
な
り
、
３
月
26
日
に

進
出
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

締
結
し
た
協
定
に
基
づ
き
、

市
は
各
種
補
助
金
の
交
付
な
ど

優
遇
策
や
人
材
確
保
へ
の
協
力

な
ど
業
務
が
円
滑
に
行
わ
れ
る

よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
工
場
は
令
和
８
年
９
月
に

操
業
開
始
の
予
定
で
、
180
人
の

新
規
地
元
雇
用
と
20
人
の
配
置

転
換
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

問 

企
業
立
地
課

�

（
☎
７
２
‐
９
２
０
８
）

男
女
共
同
参
画
出
前
講
座（
無
料
）

「
お
出
か
け
講
座
志し

援え
ん

隊た
い

」を

利
用
し
て
く
だ
さ
い

派
遣
対
象
の
催
し

　

お
お
む
ね
10
人
以
上
が
参
加

す
る
集
会
や
研
修
会
で
、
次
の

団
体
が
主
催
す
る
も
の

①�

市
民
が
組
織
す
る
自
治
会
や

サ
ー
ク
ル
、
P
T
A
な
ど
の

団
体

②
市
内
に
事
務
所
を
置
く
法
人

�

な
ど

派
遣
期
限

　
令
和
８
年
３
月
31
日（
火
）ま
で

申
込
方
法

　

受
講
希
望
日
の
１
か
月
前
ま

で
に
、
受
講
申
込
書
に
記
入
し

て
、
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

申
込・問 

　
男
女
共
同
参
画
室

�

（
☎
７
２
‐
９
２
３
９
）

▲左から
　代表取締役社長 舛

ま す

田
だ

 圭
け い

良
す け

さん、
　峰市長
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